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第１章 大戸川ダム周辺の環境の現状

Ｈ１～４年 環境影響評価に準じた検討の実施

Ｈ１３～１４年 付替県道・工事用道路に係わる
生態系保全検討会の設立と調査・対策の実施

（１）これまでの環境影響調査
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（１１） 猛禽類の調査

猛禽類のハチクマ、オオタカ、サシバは、事
業実施区域およびその周辺で繁殖している
可能性が考えられるため、今後も調査を継
続していきます。
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第２章 付替県道・工事用道路に係
わる生態系保全

付替県道・工事用道路の建設にあたっては、生態系保全検討会の指導

を得た上で、現地のモニタリングを行い、調査及び保全対策を実施したう

えで工事を行います。

また工事実施後には、生態系保全・回復のために期間をおいて、フォ

ローアップのための現地モニタリングを実施し、適宜、必要な措置を実施

します。

《環境アドバイザー（順不同）》

小林圭介（滋賀県立大学名誉教授）、保田淑郎（大阪府立大学名誉教
授）、白附憲之（元武庫川女子大学教授）、松井正文（京都大学教授）、
高柳敦（京都大学講師）、村長昭義（八日市南小学校教諭）
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第３章 ダムに関する環境保全策
の検討

１） 水量

２） 水質（水温）

３） 動植物

４） 土砂移動の連続性

５） 魚道

について改善策を検討していきます。
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第４章 大戸川流域のあるべき姿

大戸川での魚類の遡上と降下を図ること
で生物の連続性の確保を図ります。

土砂移動の連続性を図ります。

水辺移行帯の再生・回復を図ります。

里山と水辺の連続性の回復を図ります。

山地の植生の回復を図ります。

（１） 流域のあるべき姿
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（２） あるべき姿にするには

生物の連続性が図れる河川の縦断形状
への回復について検討します。

流砂系が保全され、自然のかく乱を維持
することを検討します。

里山と水辺の連続性の確保について検討
します。

山地の植生回復を検討します。




